


子
ど
も
達
に

生
き
る
力
を
育
む
た
め

近
年
、
社
会
情
勢
は
急
速
に
変

化
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る

現
代
に
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

は
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
な

ど
の
「
確
か
な
学
力
」
と
、
人
を

思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど

の
「
豊
か
な
人
間
性
」、
そ
し
て
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
「
健

康
や
体
力
な
ど
生
き
る
力
」
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
生
き
る
力
」
と
は
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
と

同
時
に
、
人
と
人
と
の
協
働
に
よ

り
社
会
に
貢
献
で
き
る
地
域
環
境

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
小

学
校
で
文
部
科
学
省
が
定
め
た
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
中

学
校
に
お
い
て
も
新
学
習
指
導
要

領
が
全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
は
「
ゆ
と
り
」

で
も
、
「
詰
め
込
み
」
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
社

会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
「
生
き

る
力
」
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は

学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や
地

域
が
連
携
し
、
「
安
心
・
安
全
」

の
育
成
環
境
の
充
実
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域

み
ん
な
で
育
て
る

子
ど
も
の
未
来

２平成23年11月

いつも笑顔で会話を楽しむ菱山小４年生の皆さん



今
年
か
ら
実
施

新
学
習
指
導
要
領
と
は

全
国
の
地
域
で
、
子
ど
も
達
が

ど
の
教
育
を
受
け
て
も
、
一
定
の

水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、

学
校
教
育
法
等
に
基
づ
き
、
各
学

校
で
教
育
課
程
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

を
編
成
す
る
際
の
基
準
を
定
め
て

い
ま
す
。

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

等
ご
と
に
、
教
科
等
の
目
標
や
大

ま
か
な
教
育
内
容
を
定
め
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
小
学
校
や
中
学
校

の
教
科
等
の
年
間
の
標
準
授
業
時

数
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
達
の
現
状
を
踏

ま
え
「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
い

う
理
念
の
も
と
、
知
識
や
技
能
の

習
得
と
と
も
に
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
な
ど
の
育
成
、
お
よ

び
学
習
意
識
の
向
上
を
重
視
し
て

い
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立

今
回
の
新
学
習
指
導
要
領
の
全

面
実
施
に
あ
た
り
、
甲
州
市
教
育

委
員
会
で
は
、
市
内
全
校
と
連
携

を
図
る
中
で
、
様
々
な
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
23
年
10
月
11
日

か
ら
平
成
25
年
８
月
ま
で
の
２
年

間
で
取
り
組
む
「
甲
州
市
･
確
か

な
学
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

市
教
育
委
員
会
と
小
学
校
や
中
学

校
、
高
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
に

よ
り
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成

23
年
度
甲
州
市
学
校
教
育
指
導
重

点
に
基
づ
き
、
知
・
徳
・
体
の
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
、
子
ど
も
の
育
成

に
留
意
し
、
①
授
業
づ
く
り
、
授

業
改
善
　
②
学
級
づ
く
り
、
集
団

づ
く
り
　
③
保
護
者
、
地
域
住
民

等
と
の
連
携
の
３
つ
を
視
点
に
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
や
中
学
校
、
家

庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も

達
に
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め

の
、
共
通
し
た
情
報
や
認
識
を
持

ち
、
人
材
の
育
成
、
教
育
活
動
、

安
全
な
学
校
施
設
な
ど
総
合
的
な

育
成
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

「
育
成
環
境
＝
特
色
あ
る
地
域

づ
く
り
」
。
子
ど
も
の
育
成
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

３ 広報こうしゅう

①確かな学力を育む授業づくり
授業改善

・新学習指導要領の趣旨を生かし、地域の児童生徒　

の実態に即した特色ある教育課程の編成と実施

・校内研究会、教育協議会・教育研究部会での研究

成果を活かした授業づくり、授業改善

※校内研修テーマと３本柱の融合、ブロック研究会

での議題へ、各校・各先生方開発の教材を共有化

促進等

・国や県などの学力調査等を活かした授業づくり、

授業改善

※具体的には、「全国学力・学習状況調査」（国）と

「つまずき診断調査」（県）を市内全校で実施し、

県のデータなどを参考に調査結果を分析する。そ

の分析に基づき、甲州市としての授業改善プラン

を提起する。

②確かな学力を支える学級づくり
集団づくり

・「Ｑ－Ｕ」（楽しい学校生活を送るためのアンケー

ト）を活かした学級づくり

※具体的には、23年度に「Ｑ－Ｕ」について学習会

を行う。24年度からは、市内全校で「Ｑ－Ｕ」を

実施する。

・ＰＤＣＡサイクルを活かした、児童会、生徒会活

動、学校行事の実施

・「甲州市　子ども１０の誓い」を意識した集団づ

くり

※具体的には、「甲州市　子ども１０の誓い」から

１～２の項目内容を取り上げて全校で重点的に取

り組む。各校の取組の状況を交流し合う。（特に

「自分からあいさつ・・」）また、各校で進めて

いる学習規律定着の取組について情報交換を行

い、甲州市の「学習規律指導の指針」をまとめる。

③保護者、地域住民等と連携した
確かな学力の育成

・保護者との連携を密にした、「家庭学習」の取組

※具体的には、各校で進めている家庭学習について

交流し、小学校や中学校を通した家庭学習のあり

方について検討する。検討をもとに、「家庭学習

の手引」を作成する。

・「甲州市　親のあり方１０か条」を意識した、基

本的生活習慣の育成

※「甲州市　親のあり方１０か条」から１～２の項

目内容を取り上げ、「早寝早起き朝ご飯」運動を

中心に、保護者とどのように連携して児童生徒の

基本的な生活習慣を育成していくかを検討する。

小・中学校など各教育機関で設立し
た「確かな学力・育成プロジェクト」

学校・家庭・地域

みんなで育てる
子どもの未来

プロジェクトの３つの柱



実
施
地
域
は
塩
山
地
域

実
証
運
転
は
、
塩
山
地
域
で
実

施
し
ま
す
。
当
面
、
在
来
バ
ス
路

線
（
大
菩
薩
線
、
二
本
木
線
、
玉

宮
線
）
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
併

用
し
て
運
行
し
ま
す
。
循
環
バ
ス

路
線
の
２
路
線
（
松
里
線
、
塩

後
・
奥
野
田
線
）
は
、
11
月
か
ら

デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ
の
移
行
と
な
り

ま
す
。

車
両
の
運
行
は
・
・

車
両
は
ワ
ゴ
ン
車
５
台
（
乗
客

定
員
９
人
）
で
運
行
し
ま
す
。
ま

た
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
は
持
ち
込
み

可
能
と
な
り
ま
す
。

※
車
椅
子
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

利
用
で
き
る
方
は
・
・

甲
州
市
民
及
び
甲
州
市
に
通

勤
・
通
学
す
る
方
で
、
事
前
に
登

録
を
行
っ
た
方
。

※
小
中
学
生
は
、
遠
距
離
通
学
者

（
学
校
長
申
請
）
と
し
ま
す
。

※
学
区
外
通
学
の
方
は
、
原
則
と

し
て
登
録
が
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
料
金
は
・
・

１
回
に
つ
き
３
０
０
円
。

（
現
行
の
市
民
バ
ス
と
同
額
）

※
フ
リ
ー
パ
ス
券
、
回
数
券
（
11

枚
つ
づ
り
）
も
使
え
ま
す
。

■
フ
リ
ー
パ
ス
券

（
市
民
バ
ス
共
通
）

・
60
歳
以
上

１
年
　
　
　
３，

０
０
０
円

半
年
　
　
　
１，

５
０
０
円

・
60
歳
未
満

１
年
　
　
１
０，

０
０
０
円

半
年
　
　
　
５，

０
０
０
円

運
行
内
容
は
・
・

乗
降
す
る
停
留
所
を
決
め
て
頂

き
、
利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
、

そ
の
つ
ど
最
短
の
コ
ー
ス
を
選
定

し
て
目
的
地
ま
で
運
行
し
ま
す
。

■
運
行
エ
リ
ア

○
松
里
エ
リ
ア

下
柚
木
・
藤
木
・
小
屋
敷
・
三

日
市
場
・
上
井
尻
・
塩
山
市
街

地
○
玉
宮
エ
リ
ア

平
沢
・
福
生
里
・
竹
森
・
千
野

・
塩
山
市
街
地

○
神
金
・
大
藤
エ
リ
ア

裂
石
・
上
小
田
原
・
下
小
田
原

・
中
萩
原
・
上
粟
生
野
・
下
粟

生
野
・
塩
山
市
街
地

○
奥
野
田
エ
リ
ア

下
萩
原
・
牛
奥
・
西
野
原
・
熊

野
・
塩
山
市
街
地

○
市
街
地
エ
リ
ア

上
塩
後
・
下
塩
後
・
西
広
門
田

・
塩
山
市
街
地

○
共
通
エ
リ
ア

赤
尾
・
上
於
曽
・
下
於
曽

※
バ
ス
中
継
地
（
塩
山
市
民
病
院
、

甲
州
市
役
所
、
塩
山
駅
）

■
バ
ス
停
は
・
・

集
落
内
の
公
共
的
な
場
所
な
ど

（
半
径
２
０
０
Ｍ
間
隔
で
設
置
）

■
運
行
時
間
及
び
予
約
方
法
・
・

運
行
時
間
は
、
当
面
、
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
の
午
前
８
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
と
し
、
日
曜
日
・
祭

日
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

予
約
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
と
し
、
利
用
者
の

希
望
す
る
乗
車
時
間
の
１
時
間
前

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
事
前
の
予
約
は
７
日
前
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

◆
登
録
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
☎
32
‐
２
１
１
１

４平成23年11月

デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は
、
事
前
に

乗
り
た
い
場
所
や
目
的
地
の
希
望

到
着
時
刻
、
乗
車
人
数
を
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
予
約
し
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
が
一
緒
に
目
的
地
ま
で
行

く
乗
り
合
い
型
の
バ
ス
で
す
。

決
め
ら
れ
た
時
刻
表
で
決
め
ら

れ
た
経
路
だ
け
を
走
る
路
線
バ
ス

と
違
い
、
運
行
エ
リ
ア
の
中
を
乗

る
人
の
要
望
に
あ
わ
せ
て
運
行
し

ま
す
。

【民間バス路線廃止のお知らせ】 山梨交通が運行する甲府勝沼線（田中経由）は、乗車人員が少なく
収支の改善が見込めないため、１１月１６日から廃止となります。ご理解をお願いします。

11月1日から 新交通システム の実証運行が開始

デマンドバス
停
留
所
が
増
設

ワ
ゴ
ン
車
な
の
で
狭
い
道
に

も
入
れ
ま
す

お
買
い
物
が
便
利

ス
ー
パ
ー
や
商
店
の
近
く
に

バ
ス
停
が
で
き
ま
す

カ
ン
タ
ン
予
約

予
約
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で

【
予
約
セ
ン
タ
ー
】
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　

０
１
２
０
‐
１
３
‐
５
０
４
０

デマンドバス停留
所のマーク
※き４５＝市役所
本庁舎



５ 広報こうしゅう

甲州市中学生が渡仏
フランス・ボーヌ市
友好親善訪問団

今年で２回目となった中学生ボーヌ市交流派遣
事業を９月２０日から２７日の８日間の日程で実
施しました。平井団長（塩山中校長）と、中学生
２０名、引率者４名の計２４名がフランス・ボー
ヌ市を中心に訪問しました。３泊４日のホームス
テイをはじめ、フランスの文化を肌で感じ、「心の
交流」を深めてきました。　

人と人が世界を結ぶ
ボーヌ市は、甲州市と同様に、ブドウの栽培と

ワインの醸造を中心とした産業の歴史があります。
中学生訪問団の皆さんは、最初は言葉や文化の違
いをはじめ、不安なことだらけのホームステイで
した。しかし、ホストファミリーの優しさに触れ、
寝食をともにしながら、お互いを思いやった心の
交流を通じて、自然と本当の家族のようになりま
した。団員の中には、覚えたてのフランス語で会
話が弾むようになりました。今回の訪問により

「フランス文化を通じて、様々な発見と世界の文化
に興味が覚えました」という声も聞かれ、交流を
通じて、人と人で世界が結ばれていることを実感
することができました。

フランス・ボーヌ市で心の交流を深めてきた訪問団
の皆さん（オスピス＝ド＝ボーヌ）

甲州市とフランスボーヌ市

昭和５１年９月、日本一のブドウの産地であ
る旧勝沼町は、世界で最も優れたワイン産地で
あるフランス・ブルゴーニュ地方のボーヌ市と

「ブドウとワインを通じて、経済産業、技術、
文化、教育など幅広い分野での交流と振興」を
目的に、姉妹都市の締結を行いました。その後、
相互の市民による交流が行われ、平成１８年１
０月には合併により甲州市として、新たにボー
ヌ市と姉妹都市の協定を結びました。

福島県小高工業高校８４名
塩山高校で
半年遅れの入学式

東京電力福島第１原発から２０キロ圏内である
福島県立小高工業高校の１年生８４名は、９月２
９日に塩山高校で、「半年遅れの入学式」を行いま
した。

分散していた同級生 甲州市で全員が集う
福島県南相馬市にある小高工業高校は、福島第

１原発事故の影響により、警戒区域内として立ち
入り規制となり、生徒は県内各地の高校に分散さ
れました。同高校で入学式を迎える予定であった
新１年生も県内の５校に分かれて授業を受けざる
を得ませんでした。
「早くに新入生同士の親睦を図りたい」と小高工

業高校では、ＮＰＯ法人などに相談し、今回の入
学式など甲州市での研修旅行が実現しました。塩
山高校で行われた入学式では、８４名の新入生が
一堂に集まり、小高工業高校の校歌を塩山高校吹
奏楽部の演奏により初めて合唱しました。

塩山温泉郷での宿泊、ブドウ狩りなどで一緒に
過ごした日々に生徒らは、「同級生全員で初めての
思い出となりました。」と、今回の研修旅行を支援
してくれた多くの皆さんに感謝をしていました。

８４名の１年生全員は初めて母校の校歌を合唱。
（塩山高校）

甲州青年会議所や甲州すけっと隊などが歓迎会
でお出迎えをしました。（勝沼ぶどうの丘)



６平成23年11月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人人とと人人とのとの交流・・交流・・

　　　　　　　　秋秋のの甲州市甲州市をを満喫満喫

先人から伝承・ぶどう収穫に感謝
甲州市かつぬまぶどうまつり

日本一のぶどうとワインの郷・勝沼町をメーンに
１０月１日、第５８回甲州市かつぬまぶどうまつり
が行われました。今年は市内外から７万人以上の方
が訪れ、甲州ぶどうやワインで産地を感じ、子ども
神輿やステージでの様々な催しを楽しみました。ぶ
どう収穫への感謝と先祖を供養する盆の送り火とし
て伝えられてきた「鳥居焼き」は、被災した東北地
方の早期復興も祈り、秋の夜空に輝いていました。

秋のぶどう郷を快走
甲州フルーツマラソン大会

秋のぶどう郷を快走する第２回甲州フルーツマラ
ソン大会が、１０月１６日に中央公園広場をメーン
会場に行われました。今年の大会には、全国各地か
ら約４６００名のランナーが４コースに分かれて健
脚を競い合いました。ゴールの後には、甲州ぶどう
の配付やワインの無料サービス等のおもてなし、お
楽しみ抽選会など、参加ランナーだけではなく、応
援に訪れた皆さんも秋の甲州市を満喫していました。



７ 広報こうしゅう

自然、果実、地域文化・・　　　　　　　　　自然、果実、地域文化・・　　　　　　　　　

全国全国のの皆皆さんが　　　　さんが　　　　
見て、食べて、体験して
甲州市およっちょい祭り

甲州市商工会は１０月２３日、市役所本庁舎駐車
場をメーン会場に第６回甲州市およっちょい祭りを
行いました。市民総参加の祭りは、恒例の「よっち
ゃばれ踊り」「ちびっこステージ」「およっちょい上
棟式」のほか、じょいそーらんや多くの出店などで
大いに賑わい、今年は２万人以上の方が、「見て、食
べて、体験して・・」、大きな笑顔で祭りを十分に楽
しみました。

ウォーキングで交流を深める
健康ウォークIN甲州

２０１１健康ウォーク実行委員会は１０月２日、
紅葉深まる市内の観光名所を巡る２０１１健康ウォ
ークIN甲州を行いました。武田信玄公の菩提寺・恵
林寺など歴史文化を堪能できるコースのほか、雄大
な甲府盆地を眺めながら歩くコースなど、それぞれ
に約２０００人が参加し、ウォーキングや軽スポー
ツを通じて、健康づくりの向上と、多くの方との交
流、そして親睦を深めていました。



８平成23年11月

「日川渓谷にイワナやアマゴを増やそう」と１
０月５日、峡東漁業組合大和支部を中心に日川
渓谷の支流へ手作りの産卵場所を設置しました。

●毎年、着実に渓谷の魚が増えている●
今年で４年目を迎えた産卵場所の設置作業に

は、漁業組合のほか、山梨県水産技術センター
や市職員、そして釣り愛好家の皆さんが集まり
ました。長靴を履き、軍手を付け、それぞれが
早朝から作業開始に向けて準備を始め、「今年も
よろしくお願いします」と漁業組合の古屋学さ
んが号令をかけると、一斉に産卵場所の設置作
業に取り掛かりました。

まずは、大きな石を川の外に運び出し、丸太
で川の流れを緩やかにしました。そこに、魚が
産卵しやすく砂利などで整備をしました。今年
は台風などの影響により、予想以上に川の中が
崩され、作業当日も雨が降り、足場も厳しい状

態でしたが、参加した皆さんは、イワナやアマ
ゴが自然産卵できる環境への思いを込めて作業
を行いました。

過去３年間を通じて渓流の魚が増えている成
果に古屋さんは「釣り人や地域に住む私達は、
イワナやアマゴの産卵、成長過程を通じて、自
然環境を守ることを再確認することが大切。」と
豊かな自然が魅力の甲州市を、参加した皆さん
で話していました。

産卵場所の設置作業に参加した皆さん

魚の産卵場所の設置作業
自然を守ることの大切さ

峡東漁業組合大和支部

シリーズ協働を担う ⑩

平成２３年度ふるさと特産品フェアが１０月
１５日、甲府市の小瀬スポーツ公園で行われま
した。このイベントは、県内で生産される地場
産業製品等を一堂に紹介し、ふるさとの特産品
の利用促進を図ることを目的としています。

また、開会式直後に行われた表彰式では、環
境緑化の重要性を認識し推進に尽力されたと、
塩の山を守る会が表彰、森に関わる優れた技を
極めた森の名手・名人として、平山金吾さん

（田野）が認定証を授与されました。

緑化・森を地域特性に

秋といえばスポーツ！市内各地で運動会が行
われました。

各会場では、「玉入れ」や「綱引き」など定
番競技のほか、地域オリジナルの催しが行われ、

「いけ～！走れ～！」と大きな声援に、親子や
参加した皆さんは息を合わせ、様々な種目を楽
しんでいました。

秋晴れの下、運動会を通じて会話も弾み、世
代を超えた住民間の交流、そして地域の絆が深
まりました。

運動会で絆を深める

表彰を受けた塩の山を守る会と平山金吾さん運動会を通じて住民間の絆が深まりました。



祝新百歳を祝う
健康・福祉のまち甲州市には、今年度も新百

歳を迎えられた皆様がおられます。広報１０月
号では、慶祝訪問した皆様をご紹介させていた
だきました。改めて今月の広報では、新百歳を
迎えられた皆様をご紹介し、多年にわたり社会
に尽くしてこられた皆様を敬愛し、長寿を祝い
ましょう。
※９月１８日に故宮川もと江様、９月２６日に
故網野利登様が亡くなりました。ご冥福をお祈
り申し上げます。
※掲載はご家族の了解をいただいております。

飯島みづのさん 筒井志寿子さん 三澤はつのさん

９ 広報こうしゅう

故 網野　利登さん（上於曽）明治４４年１１月１７日生

雨宮　静子さん（上於曽）明治４４年１０月１９日生

飯島みづのさん（藤　井）明治４４年　９月２８日生

川﨑　一善さん（上岩崎）明治４４年１０月１１日生

菊島　重行さん（下萩原）明治４５年　１月２０日生

佐藤　好次さん（菱　山）明治４４年　４月２２日生

田邉　省吾さん（下於曽）明治４５年　１月１６日生

土屋とみ江さん（三日市場） 明治４５年３月５日生

筒井志寿子さん（上於曽）明治４４年　８月２９日生

西山ともぢさん（勝　沼）明治４４年１０月　２日生

姫野千代子さん（休　息）明治４５年　２月１０日生

三澤はつのさん（上岩崎）明治４５年　１月２５日生

故 宮川もと江さん（西野原）明治４５年　２月１０日生

吉田みよしさん（千　野）明治４５年　３月１２日生

新百歳を迎えられる皆様 Ｈ23.9.15 現在

甲州市体育協会・甲州市教育委員会は１０月
４日、塩山カントリー倶楽部で甲州市民親睦ゴ
ルフ大会を行いました。　

ゴルフを通じた市民交流を目的に、１４１人
の参加者は、爽やかな汗を流しながらプレーを
楽しみ、親睦を深めていました。なお、結果は
次のとおりです。
・優　勝　　一瀬　　久さん
・準優勝　　長田美由紀さん（女性優勝）
・３位　　　後藤　寿昭さん　

ゴルフで市民交流

大和町の地域住民の勇志で結成した「大和会」
は１０月８日、ＪＲ甲斐大和駅前ロータリーの
清掃活動を行いました。

同駅は、交通機関として大きな役割を果たし、
市民から親しまれています。「これから大和の
紅葉が見頃になる。多くの皆さんに喜んでいた
だこうと、心を込めて清掃活動をしました」と
話す会長の有賀文雄さん。今後も継続して、大
和町のシンボル武田勝頼公の銅像を磨き、周辺
の草刈りを行っていく予定です。

大和の玄関口を大掃除

ナイスショット！笑顔でゴルフを楽しむ参加者みんなで草刈作業に励みました。



山
梨
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
書
の
作
成
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
説
明
事
項

①
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
及

び
青
色
申
告
特
別
控
除
の
適
用
要
件
（
賃

借
対
照
表
の
説
明
を
含
む
。）
に
つ
い
て

②
消
費
税
等
の
届
出
に
関
す
る
手
続
き
、

課
税
売
上
高
の
判
定
、
課
税
売
上
げ
の
区

分
整
理
の
方
法
及
び
申
告
書
の
書
き
方
に

つ
い
て

③
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
の
概
要
及
び
利
用
開
始
に

当
た
っ
て
の
手
続
き
に
つ
い
て

④
年
末
調
整
の
仕
方
に
つ
い
て

■
日
　
時

12
月
12
日
（
月
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
３
時

※
午
前
と
午
後
は
同
じ
説
明
内
容
で
す
。

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
一
会
議
室

○
消
費
税
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

■
課
税
事
業
者
の
方
へ

個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課
税
事

業
者(

消
費
税
の
申
告
・
納
付
が
必
要
な
方)

と
な
る
場
合
に
は
、
納
税
地
の
所
轄
税
務

署
長
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
課
税
事
業
者
と
は
・
・
・
？

基
準
期
間
（
注
）
に
お
け
る
課
税
売
上

高
が
１，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
が
該

当
し
ま
す
。

※
注

基
準
期
間
と
は
、
個
人
事
業
者
の

場
合
、
そ
の
年
の
前
々
年
を
い
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
21
年
分
の
課
税
売
上

高
が
１，

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
方

は
、
平
成
23
年
分
の
消
費
税
の
課
税
事
業

者
に
該
当
し
ま
す
。

■
簡
易
課
税
制
度
に
つ
い
て

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
、

５，

０
０
０
万
円
以
下
の
方
は
、
簡
易
課

税
制
度
を
選
択
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

な
お
、
平
成
24
年
分
か
ら
簡
易
課
税
制
度

を
適
用
し
て
申
告
す
る
個
人
事
業
者
の
方

は
、
平
成
23
年
12
月
31
日
ま
で
に
「
消
費

税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
納
税

地
の
所
轄
税
務
課
署
長
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
簡
易
課
税
制
度
の
ほ
か
、
消
費
税
の
仕

組
み
や
手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
山
梨
税
務
署
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
第
１
部
門

☎
22
‐
１
４
１
５

給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
23
年

分
年
末
調
整
の
し
か
た
、
並
び
に
法
定
調

書
・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

11
月
18
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

○
年
末
調
整
の
し
か
た
及
び
源
泉
所
得
税

に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
　
法
人
課
税
第
１
部
門

源
泉
所
得
税
担
当

☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
線
52
）

○
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
　
管
理
運
営
部
門

資
料
情
報
担
当

☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
線
26
）

○
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
及
び

住
民
税
に
つ
い
て

市
税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
４
～
１
８
６
）

■
日
　
時

11
月
26
日
（
土
）

午
後
２
時
～

※
受
付

午
後
１
時
30
分
～

■
場
　
所

山
梨
市
ま
ち
の
駅

（
山
梨
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

■
講
　
師
　
加
藤
由
子
先
生

■
そ
の
他

教
室
終
了
後
、
ね
こ
の
相
談
会
も
開
催

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
７
３
‐
５
０
３
４

峡
東
保
健
所
　
衛
生
課

☎
20
‐
２
７
５
１

■
日
　
時

12
月
７
日
（
水
）

午
後
２
時
～

※
受
付

午
後
１
時
30
分
～

■
場
　
所

東
山
梨
合
同
庁
舎
１
０
１
会
議
室

■
講
　
師

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
７
３
‐
５
０
３
４

峡
東
保
健
所
　
衛
生
課

☎
20
‐
２
７
５
１

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説

明
会
の
ご
案
内

年
末
調
整
等
説
明
会
開
催
の
お
知

ら
せ

ね
こ
の
飼
い
方
教
室
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犬
の
飼
い
方
教
室



野
焼
き
と
は
、
焼
却
設
備
を
用
い
な
い

で
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
行
為
で
地
面
に
穴

を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
、

ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
ん
だ
簡
易
的
な
焼
却
施
設

で
の
焼
却
を
い
い
ま
す
。

■
罰
則
規
定
　

５
年
以
下
の
懲
役
、
１，

０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
な
ど
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
ゴ
ミ
の
野
焼
き
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
）

野
焼
き
を
す
る
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

に
よ
る
汚
染
を
は
じ
め
と
す
る
大
気
汚
染

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
煙
や
悪
臭
、

飛
灰
な
ど
は
近
隣
の
方
に
も
迷
惑
な
行
為

と
な
り
ま
す
の
で
安
易
な
ゴ
ミ
の
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

例
外
と
し
て
た
き
火
、
農
作
業
で
出
た

剪
定
枝
等
の
軽
微
な
焼
却
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
近
隣
の
方
に
迷
惑

の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
風
向
き
等
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
家
庭
ゴ
ミ
は
市
の
基
準
に
従
い
分

別
し
て
必
ず
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

○
空
き
地
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
か

空
き
地
の
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
土
地
の
所
有
者
及
び
管
理
者
に
よ
り
、

良
好
な
状
態
に
維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
　

し
か
し
、
雑
草
の
除
草
や
立
ち
木
等
の

管
理
を
怠
り
ま
す
と
、
害
虫
の
発
生
や
、

不
法
投
棄
の
温
床
な
ど
に
な
り
や
す
く
、

ま
た
立
ち
木
や
枝
な
ど
に
よ
る
通
行
の
妨

げ
や
倒
木
の
恐
れ
な
ど
、
近
隣
の
生
活
環

境
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
、
空
き
地

の
適
正
管
理
を
心
が
け
る
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
　
☎
32
‐
２
１
１
１

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
禁
止
で

す

地の貸し借り、
売買をしたときは！

交付対象者の要件

甲州市内に住所を有し、"農地銀行"又は農地法によ
り農業委員会の決定を受け、次の要件に該当する者。
※生前一括贈与などの家族間での移転は対象外です。

■農地を貸す側・売り渡す側
①甲州市内に所有する農用地を「認定農業者」又は

「担い手農業者」に賃貸借・使用貸借又は所有権の
移転を行った者。（自らが認定農業者、担い手農業
者は除く。）
■農地を借りる側・買い受ける側
②上記①の者から農用地を借り受け、又は買い受け
た「認定農業者」又は「担い手農業者」。
「担い手農業者」は、下記の基準をすべて満たす者
とします。
①農業経営面積が、申請農用地も含めて５０アール

（大和地域は３０アール）を超えていること。
※経営農地は、所有農地や法令に基づく正式な貸借
農地に限ります。
②意欲ある農業者で、農業従事日数が年間１５０日
以上であること。

対象農地の要件

・対象農用地は、１アール以上の農振農用地である
こと。
・対象農用地は、引き続き農地として利用するもの
であること。

申請手続き等

・補助金の交付を受けようとする方は、所定の申請

書を本庁舎２階・農業委員会にご提出ください。

（申請用紙は農業委員会にあります。また市のホー

ムページからもダウンロードできます）

・提出期限は、該当する農用地の利用権の設定等の

公告が行なわれた年度の３月３１日です。

・申請いただいた内容が要件等を満たしたときは、

申請者に通知いたします。

※その他、詳細については、「甲州市農地流動化奨

励補助金交付要綱」等によります。

◆お問い合わせ先  産業振興課 農地担当

（農業委員会) ☎３２‐５０９２

農
「甲州市農地流動化奨励補助金」

が受けられます。

iinnffoorrmmaatt iioonn
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使用済天ぷら油の
回収をしています

■回収場所　市役所各庁舎、環境センター、甲州市民文化会館
勝沼健康福祉センター

■回収日時　平日　午前９時～午後５時
■回収対象　一般家庭から出る植物油
■注　　意
①ペットボトル容器に入れてお持ちください。
②天カスは取り除き、水が混ざらないように注意してください。
③鉱物油、牛・豚油（ラード）、パーム等の油は回収しません。
◆お問い合わせ先　環境政策課　　☎３２‐２１１１
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■
日
　
時

11
月
28
日
（
月
）
午
後
１
時
集
合

※
小
雨
決
行
（
雨
の
場
合
は
室
内
で
ス
ト

レ
ッ
チ
等
の
実
技
を
行
い
ま
す
）

■
場
　
所
　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ
　
歩
く
楽
し
さ
発
見
！
！

歩
き
方
の
コ
ツ
を
学
ぼ
う

■
コ
ー
ス

塩
の
山
周
辺
コ
ー
ス
（
約
３
～
４
km
）

■
資
　
格

①
甲
州
市
民
の
方

②
足
や
腰
な
ど
体
に
痛
み
等
の
症
状
が
な

い
方

③
治
療
し
て
い
る
病
気
が
あ
る
方
は
主
治

医
に
相
談
し
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
定
　
員
　
40
名
（
先
着
順
）

■
服
　
装

動
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
、
リ
ュ
ッ

ク
な
ど
背
負
え
る
も
の

■
持
ち
物

水
分
、
タ
オ
ル
、
カ
ッ
パ
な
ど
の
雨
具

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課

健
康
づ
く
り
担
当

☎
33
‐
７
８
１
２
　
☎
33
‐
７
８
１
３

健
診
で
、
「
積
極
的
支
援
」
ま
た
は
「
血

糖
が
高
め
」
と
言
わ
れ
た
方
を
対
象
に
健

康
教
室
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
　
象
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

・
今
年
度
健
診
を
受
け
た
40
歳
～
64
歳
の
方

・
保
健
指
導
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

・
健
診
で
「
積
極
的
支
援
」
ま
た
は
「
血

糖
が
高
め
（
空
腹
時
血
糖
１
０
０
～
１
２

５
、
か
つ
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
5.2
～
6.0
）
」
と
い
わ

れ
た
方

■
内
　
容

○
お
な
か
ま
わ
り
ス
ッ
キ
リ
教
室

Ｃ
Ｔ
で
お
な
か
の
脂
肪
タ
イ
プ
を
知
り
、

自
分
に
あ
っ
た
メ
タ
ボ
解
消
方
法
を
み
つ

け
て
改
善
し
ま
す
。

○
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

食
後
の
血
糖
や
イ
ン
ス
リ
ン
の
動
き
か

ら
、
自
分
に
あ
っ
た
糖
尿
病
予
防
の
方
法

を
み
つ
け
て
改
善
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

教
室
参
加
希
望
の
方
は
、
健
康
増
進
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
の
際
は
、
お
手
元
に

健
診
結
果
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
健
診
結

果
に
合
わ
せ
た
教
室
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
締
切
日
　
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課

健
康
づ
く
り
担
当

☎
33
‐
７
８
１
２
　
☎
33
‐
７
８
１
３

あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
対
象
事
業
「
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
」

iinnffoorrmmaatt iioonn

健
診
で
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
が
高

め
と
言
わ
れ
た
方
へ

疲れず、足腰を痛めな
いために、楽しく歩く

『コツ』を学びませんか

流行がみられた
ＲＳウイルス感染に注意しましょう

■RSウイルス感染症って？？

RSウイルスが接触することや口から入ることで気道に感染することが特徴で、咽頭炎や気管支炎を起

こし、今年は例年より早く流行が始まり感染者が増加しています。RSウイルスは、初期症状が鼻水や咳

などのため風邪と間違われやすいですが、乳幼児期に感染すると重篤化しやすいため、肺炎や気管支等、

症状を重くしないよう十分に注意が必要です。

■症状は？？

鼻水、発熱、呼吸が浅くゼイゼイした咳、呼吸が速い（１分間に６

０回近く)　、たんが詰まる、食欲がない（飲んだり食べたりがつらそ

う、おっぱいをあげても飲まない)、あまり眠れていない

※夜に悪化する場合も多いので早めの判断と受診が大事です。

■予防法（インフルエンザなどの感染症予防と同じです）

帰宅後、食事前には石鹸で手を洗う。流行期には、赤ちゃんを人込

みにつれて行かない。風邪を引いている家族はマスクを着用する。

※風邪やインフルエンザ及びマイコプラズマの流行もすでに始まって

いますので、うがい・手洗い・咳エチケットを心がけましょう！！

◆お問い合わせ先　健康増進課 健康づくり担当　☎３３‐７８１２

国保人間ドック健診の申し込みは終了しました。

定員８００名が満員となりましたので、今年度の人間ドック健診の受付は終了しました。総合健診の
受診をおすすめします。なお人間ドックの申し込みをされた方で、都合により受診をされない場合には
市へご連絡ください。◆お問い合わせ先 健康増進課 医療対策室 健康企画・医療担当 ☎３２－５０１４



平成24年度
保育所・保育園

来年４月から、保育所・保育園に入所を希望す
る（在園児の継続を含む）児童の申込み受付を開
始します。

※保育所（園）は、保護者が仕事や病気などのた
め家庭で十分に保育できない児童を、一定の時間、
保護者に代わって保育する児童福祉施設ですので
要件に該当しない場合は入所できません。

■申込書配布場所　※11月7日（月）～
市内保育所（園）、子育て対策課又は各地域総合

局市民福祉課で配布いたします。また、甲州市ホ
ームページからも各申請書がダウンロードできま
す。（口座振替依頼書は除く）

■申込受付期間

11月14日（月）～12月16日（金）

■申込受付窓口

①甲州市内の保育所（園）に入所希望の場合･･
入所希望の保育所（園）へ申込書を提出してく

ださい。

②市外の保育所（園）に入所希望の場合･･
子育て対策課へ申込書を提出してください。

◆お問い合わせ先
子育て対策課
保育所担当
☎３２‐５０８１
または各保育所(園)　
にお問い合わせく
ださい。

13 広報こうしゅう
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■
日
　
時
　
11
月
18
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
内
　
容
　
工
作
あ
そ
び

「
秋
の
自
然
物
を
使
っ
て
工
作
し
よ
う
」
～

落
ち
葉
や
木
の
実
、
小
枝
な
ど
の
秋
の
自
然

物
を
使
っ
て
親
子
で
工
作
を
し
ま
す
～

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

☎
44
‐
３
７
２
３

■
日
　
時
　
11
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
「
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
歌
お
う
、
踊
ろ
う
」
～
子
ど
も
た
ち
が

よ
く
知
っ
て
い
る
曲
で
歌
っ
た
り
、
踊
っ

た
り
～

■
持
ち
物
　
上
履
き
　

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
９
０
０

■
日
　
時
　
11
月
８
日
（
火
）

午
前
10
時
20
分
～

■
場
　
所
　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

マ
マ
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室
（
託
児
つ
き
）

第
２
弾
～
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～

■
対
　
象

２
ヶ
月
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

■
そ
の
他

・
予
約
不
要
、
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

・
ヨ
ガ
教
室
は
１
時
間
程
度
で
日
頃
の
疲

れ
が
ス
ー
ッ
と
抜
け
て
い
く
体
操
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
８
０
０

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

11
月
の
親
子
遊
び

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

11
月
の
親
子
遊
び

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

11
月
の
親
子
遊
び



携
帯
電
話
か
ら
代
わ
り
つ
つ
あ
る
多
機

能
携
帯
電
話
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
方
、
こ

れ
か
ら
導
入
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に

仕
事
や
日
常
生
活
で
の
活
用
方
法
な
ど
を

紹
介
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
説
明
、

基
本
的
な
操
作
方
法
、
文
字
の
入
力
方
法
、

ア
プ
リ
の
使
い
方
、
各
社
料
金
体
系
な
ど

で
す
。

■
日
　
程

11
月
25
日
（
金
）
29
日
（
火
）
12
月
２

日
（
金
）
の
計
３
日
間

昼
コ
ー
ス
　
午
後
２
時
～

夜
コ
ー
ス
　
午
後
６
時
30
分
～

※
各
日
、
昼
・
夜
コ
ー
ス
同
じ
内
容
で
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

３
階

第
２
・
３
研

修
室

■
定
　
員

各
コ
ー
ス
30
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
対
象
者
　
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方

で
成
人
の
方

■
講
　
師
　(

株
）
フ
ォ
ネ
ッ
ト

ス
タ
ッ
フ

■
申
込
方
法

11
月
７
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）
の
期

間
に
、
昼
コ
ー
ス
も
し
く
は
夜
コ
ー
ス
を

電
話
ま
た
は
、
生
涯
学
習
課
窓
口
に
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
土
・
日
曜
日
を
除

く
、
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
期
日
直
前
の
申
し
込
み
、
ま
た
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　
☎
32
‐
５
０
９
７

11
月
は
、「
青
少
年
健
全
育
成
推
進
月
間
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
甲
州
市
に
お

き
ま
し
て
も
、「
親
の
あ
り
方
10
か
条
」
を

制
定
し
、
そ
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
市
民
一

人
一
人
が
青
少
年
育
成
に
対
す
る
理
解
を

さ
ら
に
深
め
、
家
庭
･
学
校
･
地
域
が
連

携
し
、
甲
州
市
の
青
少
年
育
成
の
推
進
を

図
ろ
う
と
す
る
た
め
の
推
進
大
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

11
月
24
日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
講
　
師

県
立
塩
山
高
校

校
長

神
津
幸
穂
氏
　

■
演
　
題

地
域
に
ね
ざ
し
た
教
育
活
動
を
め
ざ
し
て

■
主
　
催
　
青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議
　
　

■
共
　
催
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

甲
州
保
護
区
保
護
司
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　
☎
32
‐
５
０
９
７

受
講
者
募
集

市
民
教
養
講
座
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
」

青
少
年
健
全
育
成
推
進
甲
州
市
民

集
会

14平成23年11月

iinnffoorrmmaatt iioonn

平成２４年１月８日に開催
第７回甲州市成人式

■日　時　平成２４年1月 8日（日）
午後１時～
受付　正午～午後１２時５０分

■場　所　甲州市民文化会館　ホール
■対　象　

平成３年４月２日～平成４年４月１日までの
出生の方
※該当者には、成人式の案内状を１２月中旬に
送付いたします。なお、市外へ一時転出してい
る方で、甲州市で成人式を迎えたい方は、１１
月３０日（水）までに、甲州市教育委員会へご
連絡ください。
◆お問い合わせ先

甲州市教育委員会　生涯学習課
社会教育担当　☎３２‐５０９７

道の駅甲斐大和

15周年大感謝祭 開催
まほろばの里ふるさと振興財団は、このほど

財団設立１５周年が経過しました。この間、地

元大和地区はもとより甲州市民の皆様から大変

な大きな声援を頂き今日を迎えることが出来ま

したことに感謝し、来る１１月１２日道の駅甲

斐大和１５周年大感謝祭を開催します。当日は

地元農産物の大特価販売並びに道の駅特産うら

じろまんじゅう・ほうとう・鳥もつ煮・焼きま

んじゅう・焼きいか等の販売を行います。皆様

のご来店を従業員一同お待ちしています。

■日　時　11月12日(土) 午前10時～午後２時

■場　所　道の駅「甲斐大和」

◆お問い合わせ先

道の駅「甲斐大和」  ☎４８‐２５７１

県立産業技術短期大学校
能力開発講座１月のお知らせ

■講座内容　ワード基礎（第２回）

◆お問い合わせ先
山梨県立産業技術短期大学校 ☎３２‐５２０２
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市
民
文
化
会
館
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料

室
特
別
展
と
し
て
、
甲
州
市
文
化
祭
の
絵

画
・
押
花
の
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

11
月
１
日
（
火
）
～
12
月
３
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
及
び
11
月
23
日

（
祝
）
と
な
り
ま
す
。

※
11
月
３
日
（
木
）
は
文
化
祭
の
た
め
臨

時
開
館
い
た
し
ま
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

■
日
　
程

12
月
１
日
（
木
）
６
日
（
火
）
８
日

（
木
）
13
日
（
火
）
15
日
（
木
）
平
成
24
年

１
月
24
日
（
火
）
26
日
（
木
）
31
日
（
火
）

２
月
２
日
（
木
）
７
日
（
火
）
９
日
（
木
）

14
日
（
火
）
16
日
（
木
）
21
日
（
火
）
の

全
14
回

■
時
　
間
　
午
前
10
時
～
午
後
12
時
30
分

■
場
　
所

甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校

（
田
野
１
１
６)

※
大
和
町
内
、
Ｊ
Ｒ
甲
斐
大
和
駅
か
ら
の

送
迎
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
定
　
員
　
各
回
15
名
程
度

■
参
加
費

２，

０
０
０
円
（
指
導
料
、
一
つ
の
作

品
が
仕
上
が
る
ま
で
の
粘
土
代
、
焼
成
代

含
む
）

■
持
ち
物

汚
れ
て
も
い
い
服
、
防
寒
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
上
履
き
（
当
方
で
も
ス
リ
ッ
パ
を
ご

用
意
し
ま
す
が
個
人
で
も
ご
用
意
く
だ
さ

い
）
、
飲
み
物
（
あ
た
た
か
い
麦
茶
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
）

■
対
　
象
　
18
歳
以
上
の
一
般
の
方

■
講
　
師

柏
原
由
和
先
生
（
思
案
洞
講
師
）

・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

15
年
前
に
陶
芸
家
と
し
て
穴
窯
場
を
継

ぐ
。
地
元
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
穴
窯

の
焼
成
と
講
師
活
動
に
勤
め
、
甲
斐
の
国

大
和
自
然
学
校
の
陶
芸
講
師
と
し
て
の
活

動
も
行
っ
て
い
る
。

■
内
　
容

人
知
れ
ず
野
に
咲
く
一
輪
の
花
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
花
器
に
活
け
て
み
ま
し
ょ
う
！

ま
た
そ
こ
か
ら
想
像
力
を
膨
ら
ま
し
、
醤

油
注
し
や
小
鉢
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
１
日
目
に
形
成
を
行
い
、
２
日

目
に
は
素
焼
き
し
た
も
の
に
絵
を
つ
け
て

行
く
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
本
焼

き
を
し
て
完
成
さ
せ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校

☎
48
‐
２
７
７
９

歴
史
民
俗
資
料
室
特
別
展
・
文
化

祭
「
絵
画
・
押
花
作
品
展
」
開
催

甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校

陶
芸
教
室

航空自衛隊航空中央音楽隊
甲州市クリスマスコンサート

■日　時　12月7日（水）午後６時３０分～ (開場 午後６時)
■場　所　甲州市民文化会館　ホール
■曲　目
○第１部　シンフォニック・サウンド

指揮／１等空尉 浦川　薫
ハーレクイン（Ｐ．スパーク）
ユーフォニアム独奏／２等空尉　外囿　祥一郎　

○第２部　クリスマス・ファンタジー
指揮／２等空尉　野村 明宏
クリスマス曲を中心にポピュラーな音楽でお楽しみ
ください。

■入場料　無料
※入場には、入場整理券が必要になります。入場整理券は１１
月１２日（土）から甲州市民文化会館窓口で配布します。（午
前９時から午後５時まで。月・祝日休館）
※入場整理券の配布は１人につき３枚までです。なお、人数分
のお名前のご記入が必要になります。
※定員になり次第締め切ります。
■主催　甲州市民文化会館
■協力 自衛隊山梨地方協力本部

◆お問い合わせ先　甲州市民文化会館　 ☎３２‐１４１１

塩山地域の小・中学生による文化祭
の入賞作品を展示します。

１１月７日（月）～２７日（日）

小中学生絵画・書道＜市長賞＞

１１月２８日（月）～１２月１５日（木）

小中学生絵画・書道＜教育長賞＞

１２月１６日（金）～１月３日（火）

小中学生絵画・書道＜文化協会長賞＞

※展示内容・期間については変更に
なる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー

山梨県最低賃金が
改正されました

１時間６９０円 ※10月20日発効

◆お問い合わせ先
甲府労働基準監督署
☎０５５‐２２４‐５６１１
山梨労働局賃金室
☎０５５‐２２５‐２８５４



国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
・
市
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
納
付
（
納
付
見
込
を
含
む
）
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
11
月
上
旬
に
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
被
保
険
者
の
方
へ
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
（
ハ

ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

証
明
内
容
は
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の
１
月
下
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

日
本
年
金
機
構

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

※
一
般
固
定
電
話
か
ら
は
市
内
通
話
料
金

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
を
利
用
さ
れ

る
方
は
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３
０

（
通
常
通
話
料
金)

※
開
設
期
間
は
平
成
24
年
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
祝
日
、
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
は
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
（
受
付
時
間
・
月
～
金
曜
日
、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
、
第
２
土
曜
日

は
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
）
た
だ
し
、

月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜

日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
の
受
付
と
な
り

ま
す
。

甲
州
市
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
で
は
、
ま

ほ
ろ
ば
・
ほ
ろ
酔
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ピ
ア
ノ
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」
を
広
く

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
す
ば
ら
し
い
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

市
の
名
産
品
で
あ
る
ワ
イ
ン
を
片
手
に
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
頂
く
た
め
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
日
　
時

12
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
（
受
付

午
後
１
時
～)

■
場
　
所
　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

■
入
場
料

１，

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
ワ
イ
ン
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
き

■
演
　
目

○
第
１
部

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
１
ト
（
鈴
木

敬
）

○
第
２
部

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
１
ト

オ
カ
リ
ナ
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
弓
場
さ
つ
き
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
和
ふ
る
さ
と
会
館

☎
48
‐
２
９
２
１

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

iinnffoorrmmaatt iioonn

16平成23年11月

ま
ほ
ろ
ば
・
ほ
ろ
酔
い
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト

参加者募集
家族ふれあいウオーク　

家族そろって塩山の歴史や史跡を見ながらのウオーキングを
楽しみませんか。今年は、陶芸も行います。

■日　時　11月23日（水・祝）午前９時～午後４時

■受　付　午前８時３０分～８時５０分

■集　合　市役所本庁舎　東側駐車場

■コース　甲州市役所→甘草屋敷→塩山シネマ→よってけし

→塩山温泉→塩山窯（昼食）→陶芸作成→甲州市役所

■資　格　家族２人以上で参加できる市民

■参加費　１人、１，４００円（陶芸代金）

※通常２，１００円のところ当日限定の特別価格です。

■持ち物　お弁当・飲み物・ごみ袋・ビニールシート（昼食時

使用）など

■定　員　５０名（先着順）

■申込方法

１１月１８日（金）までに、電話・ＦＡＸで、氏名・住所・

電話番号・年齢をお申込みください。

◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市男女共同参画推進委員会　事務局（市民生活課）

☎３２‐５５８３ ℻３２‐３０７２

※雨天の場合は陶芸のみ実施。午前９時３０分～・塩山窯集合

今年は、陶芸もします。
男前とん汁を用意しています！

昨年のコンサート
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20
歳
以
上
の
市
民
の
方
が
対
象
で
す
。

健
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
　
容
　
　

胃
が
ん
検
診
　
　
　
６
０
０
円

大
腸
が
ん
検
診
　
　
２
０
０
円

肺
が
ん
結
核
検
診
　
１
０
０
円

（
65
歳
以
上
は
無
料
）

喀
痰
検
診
　
　
　
　
４
０
０
円

腹
部
超
音
波
検
診
　
５
０
０
円

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（
40
歳
以
上
）
無
料

○
基
本
健
診
・
特
定
健
診
（
身
体
計
測
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
医
師

の
診
察
）
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
と
75
歳
以

上
の
方
は
無
料
で
す
。

・
国
保
以
外
の
医
療
保
険
で
20
歳
～
39
歳

の
方
の
受
診
料
は
１，

０
０
０
円
で
す
。

・
国
保
以
外
の
医
療
保
険
　
被
扶
養
者
で

40
歳
～
74
歳
の
方
は
、
医
療
保
険
者
か
ら

発
行
さ
れ
る
「
特
定
健
診
受
診
券
」
と

「
医
療
保
険
証
」
が
必
要
で
す
。

■
日
程
・
場
所

11
月
９
日
（
水
）
甲
州
市
民
文
化
会
館

11
月
11
日
（
金
）
甲
州
市
民
文
化
会
館

11
月
12
日
（
土
）
勝
沼
市
民
会
館

11
月
15
日
（
火
）
甲
州
市
民
文
化
会
館

11
月
16
日
（
水
）
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分

※
受
診
前
日
の
夕
食
は
午
後
９
時
ま
で
に

す
ま
せ
、
当
日
は
飲
食
を
し
な
い
で
受
診

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

峡
東
地
域
の
病
院
13
施
設
に
よ
る
就
職

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て
資
格
を
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
　
時

11
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
場
　
所

東
山
梨
合
同
庁
舎
　
１
０
１
会
議
室

（
峡
東
保
健
所) 
山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１

■
内
　
容

医
療
機
関
ご
と
に
就
業
に
向
け
た
個
別

相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
（
峡
東
保
健
所)

健
康
支
援
課
　
☎
20
‐
２
７
５
３

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
果
樹
剪
定
の

基
本
知
識
や
技
能
を
習
得
し
、
就
業
に
役

立
て
ま
す
。

■
日
　
時

12
月
１
日
（
木
）
～
９
日
（
金)

の
間
の
７
日
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所

山
梨
市
と
甲
州
市
の
各
農
園
に
て
実
施

■
対
象
者

・
就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の

高
齢
の
方

※
な
お
、
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求

職
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
定
　
員
　
20
名

■
受
講
料
　
無
料

■
締
切
日
　
11
月
16
日
（
水
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

�
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
　
塩
山
事
務
所

☎
32
‐
４
１
１
０

㈳
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

■
日
　
時
　
11
月
26
日
（
土
）
27
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

11
月
29
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
テ
ー
マ

・
小
学
生
　
自
分
ら
し
い
あ
ら
わ
し
方
で

・
中
学
生
　
自
分
ら
し
さ
を
求
め
て

■
領
　
域

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
立
体
作
品

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

東
山
図
工
・
美
術
作
品
展

事
務
局
　
牧
丘
第
一
小
学
校

☎
35
‐
２
０
１
５

日
本
で
は
、
３
日
に
１
人
の
女
性
が
Ｄ

Ｖ
に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
と
い
う
恐
ろ
し

い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
、
傷
害
罪
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
家
庭
内
で
お
き
て
い
る
た
め
に

表
に
出
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
（
相
談
無
料
・
秘
密
は
厳
守)

○
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

☎
０
５
７
０
‐
０
‐
５
５
２
１
０

○
匿
名
通
報
ダ
イ
ヤ
ル

（
女
性
や
子
供
の
早
期
保
護
）

☎
０
１
２
０
‐
９
２
４
‐
８
３
９

平
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
15
分

○
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

女
性
相
談
所

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
３
５

平
日

午
前
９
時
～
午
後
８
時

○
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

ぴ
ゅ
あ
総
合

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
７
８
３
０

平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
第
２
・
第
４
月
曜
日
を
除
く
）

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
山
梨
県
警
察
総
合
相
談
室

＃
９
１
１
０
　
２
４
時
間
対
応

○
日
下
部
警
察
署
　
生
活
安
全
課
　

☎
22
‐
０
１
１
０

年
１
回
、
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク

受
け
て
み
よ
う
『
総
合
健
診
』

東
山
梨
教
育
協
議
会
・
東
山
梨
図

工
美
術
作
品
指
導
法
研
究
会
主
催

東
山
図
工
・
美
術
作
品
展

峡
東
地
域
看
護
職
就
職
説
明
会

果
樹
の
整
枝
・
剪
定
講
習
会

11
月
12
日
～
25
日

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
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時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

11
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
30
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

11
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性
）☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

11
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
11
月

11
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

℻
33
‐
２
３
０
７

も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
も
の
忘
れ

の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
ど
ん
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
。
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

11
月
18
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
　
１
階
　
第
４
会
議
室

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
11
月

16
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

■
日
　
時
　
11
月
16
日
（
水)

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　

■
内
　
容
　
ビ
デ
オ
鑑
賞
と
交
流
会

■
対
　
象
　
会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る

方
、
関
心
の
あ
る
方
　

■
集
合
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

１
階

視
聴
覚
室
　

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

平
成
24
年
４
月
か
ら
開
設
す
る
予
定
の

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

入
所
希
望
者
の
受
付
が
次
の
と
お
り
始
ま

り
ま
す
。

■
入
所
対
象
者

入
所
対
象
者
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日

現
在
で
、
本
市
に
２
年
以
上
、
住
所
を
有

し
て
い
る
方
（
住
民
票
が
あ
る
方
）
で
、

要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
い
ず
れ

か
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

■
受
付
期
間

12
月
１
日
～
平
成
24
年
１
月
31
日

※
以
後
申
し
込
み
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◆
受
付
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

①
社
会
福
祉
法
人
　
光
風
会
が
設
置
す
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
西
野
原
６
０
３
）

☎
33
‐
７
５
１
１
（
光
風
園
内
）

②
社
会
福
祉
法
人
　
延
命
福
祉
会
が
設
置

す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
下
於
曽
１

２
５
６
）
☎
32
‐
４
１
６
５
（
緑
風
苑
内)

※
詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
問
い
合
わ

せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

12
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

恩
賜
林
記
念
館
　
　

２
階
　
和
室

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー

２
階

Ａ
会
議
室

大
和
ふ
る
さ
と
会
館

２
階

研
修
室
３

■
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

■
相
談
内
容

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
係
わ
る
相
談
（
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

心
の
相
談
窓
口
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

も
の
忘
れ
相
談
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
希
望
者
の
受
付
が
始
ま
り

ま
す

特
設
人
権
相
談
所
開
設



■
日
　
時

11
月
15
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
　
所

本
庁
舎
　
２
階
　
第
２
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者
　

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

■
そ
の
他

・
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で

す
。
11
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

た
い
の
で
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開

設
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
18
日
（
金
）

午
前
の
部

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎

１
階

市
民
相
談
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員
　
12
名

■
内
　
容

消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、
訪
問
販

売
、
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
契
約
等
に

関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
な
ど

■
そ
の
他

・
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
。

・
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・
11
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

■
日
　
時

11
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎

２
階

第
３
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

■
そ
の
他

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

11
月
14
日
（
月
）
か
ら
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ

ー
な
ど
の
事
案
は
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
取
組
を
強

化
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
　
間

11
月
14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。

■
相
談
担
当
者

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
及
び
山
梨
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
の
女
性
の
人
権
問
題
に
適
切
な

対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
権
擁
護
委
員
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
専
用
相
談
窓
口

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
日
　
時

11
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
　
所

甲
州
市
市
民
文
化
会
館
２
階
大
会
議
室

■
内
　
容

寸
劇
　
劇
団
さ
く
ら
っ
子

講
演
「
知
っ
て
お
き
た
い
、
消
費
生
活
相
談

事
例
」

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
消
費
生
活
地
域
講
座
実
行
委
員
会

（
中
村
）
☎
33
‐
５
４
９
３

無
料
法
律
相
談

無
料
消
費
生
活
相
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」
掲
載
・
無
断
転
載
禁
止

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

iinnffoorrmmaatt iioonn
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甲
州
市
消
費
生
活
地
域
講
座
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iinnffoorrmmaatt iioonn

高齢者の運動能力を徹底的に測定！専
門家（運動指導士）が測定値を分析！後
日、改善点を親切・丁寧に指導します！

★測定項目は全部で８項目あります。
★送迎希望の方はお申込みください。

◆お問い合わせ先
福祉介護課　地域包括支援センター　
☎３２‐５６００

65歳以上の体力測定会を開催中！

こんにちは地域包括です【連載３回目】

測定会日程（午後1時30分～)

11月 1 日（火）奥野田公民館

11月 2 日（水）大和保健センター

11月 4 日（金）神金公民館

11月 9 日（水）ぶどうの国

11月10日（木）塩山保健福祉センター

11月11日（金）花園集会所

11月15日（火）大藤公民館

11月16日（水）古部集落センター

11月17日（木）中央区公民館

11月18日（金）勝沼市民会館

11月24日（木）北公民館

参 加 者 全 員

に！もれなく

プレゼントを

贈呈！



早めのライト点灯を
１１月中の「早めのラ
イト点灯」の目安は、
午後４時です。
※自転車・歩行者の皆
さんも「明るい色の服
装を身につける」「反
射材を活用する」と効
果的です。

被害者支援活動等
広報月間

警察では、各種相談窓口を設置し、市民からの相
談に応じています。特に、不幸にして犯罪被害に
遭われた方、その家族からの相談窓口や被害者支
援活動の内容等及び被害者の経済的負担を軽減す
る犯罪被害給付制度について広く市民の皆様に知
っていただくために、１１月中を「被害者支援活
動等に関する広報月間」と定め、各種広報活動に
積極的に取り組んでいます。

警察等における犯罪被害者等のため
の相談窓口
■警察総合相談室
☎０５５‐２３３‐９１１０
または　「♯９１１０」 

■性暴力１１０番　※ＦＡＸ兼用
☎０５５‐２２４‐５１１０ 

■ヤングテレホン　※どちらもＦＡＸ兼用
☎０５５‐２３５‐４４４４【甲府】
☎０５５５‐２２‐４４４４【富士吉田】

■警察安全相談所
☎０５５３‐２２‐０１１０【日下部警察署内】

■（社）被害者支援センターやまなし
☎０５５‐２２８‐８６２２
※フジﾞはハローニコニコ。 

○窓口の電話等受付
平日　午前８時３０分～午後５時

※ＦＡＸは２４時間           
○被害者支援センターのみ

平日　午前１０時～午後４時
○ⅰモード専用ＵＲＬ　

http://www.pref.yamanashi.jp/police/i/soudan.html
○被害者支援センターＵＲＬ　

http://www6.ocn.ne.jp/~shienyam/
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不動産無料相談
■日　時　11月17日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

iinnffoorrmmaatt iioonn
温かな善意

ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。

◎甲州市社会福祉協議会へ
・楠　智昭さん（下塩後)
・西嶋雅子さん（等々力）

やまなし消費生活注意報
外貨の投資トラブルにご注意ください。

○海外通貨　イラクディナール（イラク通貨）
スーダンポンド（スーダン通貨）　
アフガニ（アフガニスタン通貨）など

■勧誘の手口　　
販売業者と買取業者の両方から勧誘される「劇

場型」の手口が多く寄せられています。不審に感
じた時には、すぐに家族や甲州市消費生活窓口、
県民センターに相談してください。
◆お問い合わせ先

山梨県県民生活センター
☎０５５‐２３５‐８４５５
市民生活課　市民生活担当　☎３２‐５０６８
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有料広告



勝沼図書館
ぶどうとワインの資料展報告

勝沼図書館では１０月１日から１０月２８日

まで「ぶどうとワインの資料展」を行いました。

『フットパスで巡る　勝沼のロケ地～物語を通

して見つけるぶどうとワインの魅力～』をテー

マにドラマや映画のシーンに映った勝沼の風景

やぶどう畑、ワイナリーなどを図書館員がフッ

トパスで巡り、パネルやマップなどを作成し展

示を行ないました。期間中は、資料展を図書館

に訪れた大勢の方々にご覧いただくことができ

ました。ありがとうございました。今後も地域

の特色を生かした図書館づくりとして、ぶどう

とワインに関する資料収集に努め、勝沼図書館

ならではの展示を行っていきたいと思います。
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

大和図書館
蔵書点検終了のお知らせ

休館中は大変ご迷惑をおかけしましたが、ご

理解とご協力ありがとうございました。

■大和図書館蔵書数（Ｈ２３．９．３０現在）

一般書　　　　１０，７２８冊

児童書　　　　１２，３４８冊

視聴覚資料　　　　　１６７点

塩山図書館おはなし会
お父さんのおはなし会
■日　時　１１月６日（日）

午前１０時３０分～

■場　所　甘草屋敷子ども図書館

■内　容　３人の市内在住のお父さんによる絵

本の読み聞かせ

塩山図書館・甘草屋敷子ども図書館
臨時開館のお知らせ

１１月３日（木）は臨時開館いたします。な

お、塩山図書館の開館時間は、午前１０時から

午後５時までとさせていただきます。

◆ご協力ありがとうございました◆
勝沼図書館及び塩山図書館で行なった本のリサイクル活動へのご協力ありがとうございました。今後

も、各図書館ではリサイクル活動用の献本も受け付けています。詳しくは図書館までお問合せください。

甲州市立図書館
クリスマス会
■日　時　１２月４日（日）

受付　午前１０時１５分～

開始　午前１０時３０分～　

■場　所　大和ふるさと会館　2階　研修室２

■内　容

市内在住のお父さんたちによるパネルシアタ

ーや職員による大型紙芝居、わらべうたなど。

※申し込みは、１１月２７日（日）までに塩山

図書館へ、直接または電話・ＦＡＸでお願いし

ます。



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
23
年
11
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
　
政
策
秘
書
課
　
秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う
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姉弟仲良く元気に育ってくだ
さい。

父・洋さん、母・千里さん
（小屋敷）

２人の姉妹に弟が仲間入り！
これからも素敵な笑顔をいっぱ
い見せてね。

父・賢一さん、母・亜希美さん
（熊　野）

これからも元気いっぱいのび
のび育ってね。江里奈と虹河は
パパとママの宝物だよ！！

父・徹さん、母・千明さん
（小佐手）

パパとママのところに生まれ
てきてくれてありがとう。絆を
大切に元気に育ってね。

父・将広さん、母・絵美さん
（小佐手）

毎日、元気いっぱい保育園で
遊んで、たくさんお友達を作って
優しい男になってね。あいしてる
よ。

父・聡さん、母・彩子さん
（勝　沼）

蛯原
えびはら

結心
ゆうしん

くん（２ヶ月)

連心
れんしん

くん（２ヶ月)

若尾
わかお

良玖
りく

くん（２歳)
永田
ながた

愛莉
あいり

ちゃん (７歳) 結彩
ゆさ

ちゃん (６歳)

泰聖
たいせい

くん（１ヶ月)

大村
おおむら

瑠菜
るな

ちゃん (２歳)

一騎
かずき

くん (５ヶ月) 雄樹
ゆうき

くん（５ヶ月)

２人の笑顔に癒されます。た
くさんミルク飲んですくすく育
ってね。

父・吉朗さん、母・直美さん
（上岩崎）

佐藤
さとう

心
しん

くん（２ヶ月)

悠
ゆう

くん（２ヶ月)

志村
しむら

江里奈
えりな

ちゃん（３歳)

虹河
こうが

くん（１０ヶ月)

〒404‐8501　山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　　☎ 0553‐32‐2111　℻ 0553‐32‐1818




